
令和6年度

フードドライブ
にご協力ください！

「賞味期限までに食べ切れそうにない」、「たくさんもらって余っている」など、

ご家庭に眠っている余剰食品があれば、お持ち寄りください。

子ども食堂などを通じて、必要としているかたにお届けします。

ご家庭に眠っている
食品はありませんか？

4月 8日(月)～4月13日(土)

4月1５日(月)～4月19日(金)

●環境センター （資源対策課）

●ボランティアセンター
（稲沢東老人福祉センター・東公民館内）

× 受付できない食品

・開封済みの食品（お米、個包装を除く）

・生鮮食品（生肉、魚介類、生野菜）

・冷凍・冷蔵食品

・アルコール類（みりん、料理酒を除く）

など

○ 寄付いただきたい食品

・お米（※古米、玄米、開封済みを問いません）

・インスタント食品 ・レトルト食品
・お菓子 ・乳幼児食品 ・缶詰
・乾物 ・飲料 ・調味料 など

賞味期限：5月19日以降の食品(お米を除く)

受付
日時

受付
場所

(注)4月13日(土)の受け付けは、ボランティアセンターのみとなります
のでご注意ください。

■稲沢市資源対策課（中野川端町74 0587-36-0135）

■稲沢市社会福祉協議会ボランティアセンター

（治郎丸白山町35-1 稲沢東老人福祉センター・東公民館内 0587-33-6400）

問
合
先

受付時間は8:30～17:00です。



みんなで減らそう！ 食品ロス
まだ食べられるのに捨てられてしまっている食品、それが食品ロスです。

１年間に全国で約５２３万トンもの食品ロスが発生しているといわれています。

●食品ロスはもったいない

資源・エネルギー

持続可能な社会へ

食糧支援の可能性

捨てるより届けよう

処理費用

多額のお金がかかります

●食品ロスを減らすために

■その1 食材は使い切る

■その２ 食べ残さない

■その３ フードドライブなどに寄付

①冷蔵庫をチェックする、②買いすぎない、③捨てずに使い切る

①食べきれる分を作る、②残り物はアレンジ、③冷凍・冷蔵保存

市内子ども食堂やNPO法人等を通して支援を必要とする
人に届けられます。詳しくは表面をご覧ください。

●すぐに食べるのなら「てまえどり」
「てまえどり」にご協力ください。買い物の際、すぐ食べるなら手前のものを選びましょう。
お店から出る食品ロスを減らすことができます。

常設型フードドライブ窓口のご案内
稲沢市社会福祉協議会では、食料を必要とする生活困窮者への食糧支援、

各家庭の食品ロスの削減(SDGｓ)を目指すことを目的で、地元企業様との

協働で「常設型のフードドライブ」の設置を進めています。令和６年３月

１日現在、市内３か所で実施しています。

(1)モスバーガー 稲沢天池店

■所在地／稲沢市天池光田町94-3
■受付／店舗の営業時間内

(2)モスバーガー 稲沢アクロスプラザ店

■所在地／稲沢市大塚南5丁目1-1
■受付／店舗の営業時間内

(3)いこいの広場 (アイコクアルファ)

■所在地／稲沢市祖父江町本甲大溝75番地
■受付／月～土の８:３０～１６:３０

◆ご注意ください◆

賞味期限が1ヶ月を切っているもの、

また開封済みの食品（お米、個包装除

く）、冷凍・冷蔵品、生鮮食品（生肉、

魚介類、生野菜）、アルコール（みり

ん、料理酒を除く）などは、お引き受

けすることができません。
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